
「９月１９日にbookingを！」
○科学院の委員会の一つである「生涯学習委員会」は、平成１８年１０月の新設時の委員によって運営されてきましたが、このほど、任期満了に伴い一部の委員の交代があり、委員長として再任された林次長（同窓会副会長）ほか今期（２０年４月～２２年３月）のメンバー２８名による活動が始まりました。
　「生涯学習委員会」の設置目的は、「国立保健医療科学院（国立公衆衛生院及び国立医療・病院管理研究所を含む。）の研修修了生の生涯学習支援」であり、かつて「事務局だより新設」2007.11.10でご紹介したとおり、同窓会の実質的な事務局機能を担うことが想定されています。
　今回の委員の交代により、同窓会の理事を兼ねていた委員が若干少なくなりましたが、引き続き、本同窓会の活動を、側面からいや全面的に支えてくださる予定です。しかし、同窓会としても、自らその足腰を鍛え、「生涯学習委員会」と文字通り「連携」して会員の生涯学習の支援に力を発揮できる日が来ることを祈念したいと思います。
○新メンバーによる「生涯学習委員会」の初会合が去る４月２５日開催され、同窓会活動の支援を中心に活発な議論が交わされました。林委員長からは、「科学院にとって、今後、同窓会の重要性はますます高まっていくだろう。」と、同窓会活動の支援に積極的に取り組むことの必要性について心強い発言がありました。
　その中で、第２回保健医療科学研究会については、「前回と同様に、同窓会と科学院の共催として、本年９月１９日（金）に科学院（和光市）で開催する」方針が提案され、合意されました。この件については、今後、同窓会（理事会）の正式決定を経て計画の詳細が固まっていくことになりますが、会員の皆さん、どうか、９月１９日をスケジュール帳に書き込んでください。
○この日の委員会の中で、同窓会ホームページ（ＨＰ）の活性化についても議論がありました。
　同窓会のＨＰについては、全面リニューアルをし、定期的にメールマガジンの発行を始めた２００７年１１月以降、大幅に閲覧者数が増え、その後も増加傾向にあります。ＨＰへのアクセス数は、通常数百件ですが、メールマガジンが送られた直後には、瞬間的に２５００件を超えることが報告されました。メールマガジンの発行、あるいはＨＰの着実な更新こそが大切だなと、再認識させられました。
  現在、ＨＰは毎月第２、第４月曜日の更新を目指しています。これまでのところ、メールマガジンへの会員からの投稿は皆無に近く、原稿や材料の確保に窮している状況です。皆さんからの投稿は常時受け付けておりますので、お気軽に投稿して下さい！
　また、掲示板への書き込みも低調ですし、事務局への苦情や意見なども全くありません。
　皆さん、まずはこのＨＰをあなたの「お気に入り」に追加してください！　そして、一度、是非、掲示板を覗いてください。掲示板を覗くにはＩＤとパスワードが必要ですので、実際に試された方は少ないかもしれませんね。これらはＨＰ更新時に送られてくるメールマガジンに添え書きされています。掲示板を読まれるところまで実行されたら、次は掲示板の使い方を試すぐらいのつもりで、「いつもつまらないことばかり書き連ねているが、どうにかならないか」等々「事務局への苦情」でもお書きください。事務局担当者にはその一言さえ幸甚の至りです。
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